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(57)【要約】
【課題】整地キャリアのダンプ操作時の姿勢が不安定と
なる。
【解決手段】四輪型トラクタの後部に、トップリンク２
およびロワーリンク３を介してＬ型取付枠６を取付け、
該Ｌ型取付枠６にダンプ自在に整地キャリア８を取付け
、Ｌ型取付枠６と整地キャリア８との間に、整地キャリ
ア８の係合軸２１に係合する係合フック２２をＬ型取付
枠６に設けて連結機構２０を構成し、係合フック２２の
係脱操作する操作レバー３５はＬ型取付枠６の上部フレ
ーム４０の左右中央より左右いずれか一側に片寄って着
脱自在に設けた取付部材３６に取付けると共に、操作レ
バー３５の取付位置は、上部フレーム４０の左右中央よ
り左右いずれか他側に片寄った位置に変更可能に構成し
た整地キャリア。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
四輪型トラクタの後部に、トップリンク２およびロワーリンク３を介してＬ型取付枠６を
取付け、該Ｌ型取付枠６にダンプ自在に整地キャリア８を取付け、Ｌ型取付枠６と整地キ
ャリア８との間に、整地キャリア８の係合軸２１に係合する係合フック２２をＬ型取付枠
６に設けて連結機構２０を構成し、係合フック２２の係脱操作する操作レバー３５はＬ型
取付枠６の上部フレーム４０の左右中央より左右いずれか一側に片寄って着脱自在に設け
た取付部材３６に取付けると共に、操作レバー３５の取付位置は、上部フレーム４０の左
右中央より左右いずれか他側に片寄った位置に変更可能に構成した整地キャリア。
【請求項２】
請求項１において、前記係合フック２２の基部には軸筒２３を固定し、軸筒２３には取付
軸２４を挿通し、該取付軸２４はＬ型取付枠６の取付部２５に着脱自在に取付け、前記取
付軸２４の一端には前記操作レバー３５に一端を連結した連結杆３３の他端が連結される
アーム２８を固定し、取付軸２４の所定位置には前記軸筒２３の挿通孔２９に合致する挿
通孔３０を形成し、軸筒２３に挿通した取付軸２４は挿通孔２９と挿通孔３０とにピン２
７を挿入して連結するように構成し、もって、前記取付部２５に対する取付軸２４のアー
ム２８の位置を左右反対にして、前記上部フレーム４０の左右いずれか反対側に位置変更
した操作レバー３５と係合フック２２とを連結するように構成した整地キャリア。
【請求項３】
請求項１または請求項２において、前記整地キャリア８には上下二段の側壁１１および後
壁６５を着脱自在に設け、前記側壁１１の上側板５０および後壁６５の上側後板６６は、
夫々、下部嵌合部６０および下部嵌合部８６を下側板５１および下側後板６７に上方から
嵌合自在に取り付けるように構成した整地キャリア。
【請求項４】
請求項３において、前記後壁６５の下側後板６７は左右の側壁１１の下側板５１に着脱自
在かつ回動自在に取り付けた整地キャリア。
【請求項５】
請求項４において、前記下側後板６７の上部の左右両側には側部フック７０を設け、該側
部フック７０は円柱部７１の先端に軸部７２を設けて構成し、前記下側板５１には、前記
円柱部７１の直径に合わせてやや幅広で縦に長い長孔７４の下部に、軸部７２に合わせた
幅の溝部７５を設けて構成した係合孔７３を設けた整地キャリア。
【請求項６】
請求項５において、前記係合孔７３の所定間隔おいた上方の下側板５１には上側係合孔７
６を設けた整地キャリア。
【請求項７】
請求項６において、前記係合孔７３に前記側部フック７０を係合させた状態で、下側後板
６７を上方回動させると、下側後板６７を下側板５１に固定する固定手段を設けた整地キ
ャリア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、田畑の整地や運搬に使用する整地キャリアに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、小さな犂を取付けた容器をトラクタで牽引し、前記犂により削った土を前記容器
に収納して運搬するようにした構成は、整地キャリアと呼ばれて公知である（特許文献１
参照）。
　前記整地キャリアの全体構成は、トラクタと、トラクタの後部に設けたトップリンクお
よびロワーリンクおよびリフトアームと、該トップリンクおよびロワーリンクの後端に取
付けられたＬ型取付枠と、該Ｌ型取付枠に対してダンプ自在に取付けた整地キャリアとか
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ら構成されている。
【特許文献１】特開２０００－１６６３０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　前記公知例のＬ型取付枠と整地キャリアは、公報に記載されていないが、連結機構によ
り連結され、連結機構の連結を解除すると、整地キャリアをダンプさせられ、この連結機
構は整地キャリアの下部に設けられているため、操作姿勢が不安定となって、操作性が良
くないという課題がある。
　また、前記公知例は、底壁の左右側に側壁を設けているが、側壁の高さが低いため、積
載量が少ないという課題がある。
　また、前記公知例は、底壁の左右側の側壁が積載物の荷重により外側に開くという課題
がある。
　そこで、本願は、前記課題を解決するように、工夫したものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、四輪型トラクタの後部に、トップリンク２およびロワーリンク３を介してＬ
型取付枠６を取付け、該Ｌ型取付枠６にダンプ自在に整地キャリア８を取付け、Ｌ型取付
枠６と整地キャリア８との間に、整地キャリア８の係合軸２１に係合する係合フック２２
をＬ型取付枠６に設けて連結機構２０を構成し、係合フック２２の係脱操作する操作レバ
ー３５はＬ型取付枠６の上部フレーム４０の左右中央より左右いずれか一側に片寄って着
脱自在に設けた取付部材３６に取付けると共に、操作レバー３５の取付位置は、上部フレ
ーム４０の左右中央より左右いずれか他側に片寄った位置に変更可能に構成した整地キャ
リアとしたものである。
　本発明は、前記係合フック２２の基部には軸筒２３を固定し、軸筒２３には取付軸２４
を挿通し、該取付軸２４はＬ型取付枠６の取付部２５に着脱自在に取付け、前記取付軸２
４の一端には前記操作レバー３５に一端を連結した連結杆３３の他端が連結されるアーム
２８を固定し、取付軸２４の所定位置には前記軸筒２３の挿通孔２９に合致する挿通孔３
０を形成し、軸筒２３に挿通した取付軸２４は挿通孔２９と挿通孔３０とにピン２７を挿
入して連結するように構成し、もって、前記取付部２５に対する取付軸２４のアーム２８
の位置を左右反対にして、前記上部フレーム４０の左右いずれか反対側に位置変更した操
作レバー３５と係合フック２２とを連結するように構成した整地キャリアとしたものであ
る。
　本発明は、前記整地キャリア８には上下二段の側壁１１および後壁６５を着脱自在に設
け、前記側壁１１の上側板５０および後壁６５の上側後板６６は、夫々、下部嵌合部６０
および下部嵌合部８６を下側板５１および下側後板６７に上方から嵌合自在に取り付ける
ように構成した整地キャリアとしたものである。
　本発明は、前記後壁６５の下側後板６７は左右の側壁１１の下側板５１に着脱自在かつ
回動自在に取り付けた整地キャリアとしたものである。
　本発明は、前記下側後板６７の上部の左右両側には側部フック７０を設け、該側部フッ
ク７０は円柱部７１の先端に軸部７２を設けて構成し、前記下側板５１には、前記円柱部
７１の直径に合わせてやや幅広で縦に長い長孔７４の下部に、軸部７２に合わせた幅の溝
部７５を設けて構成した係合孔７３を設けた整地キャリアとしたものである。
　本発明は、前記係合孔７３の所定間隔おいた上方の下側板５１には上側係合孔７６を設
けた整地キャリアとしたものである。
　本発明は、前記係合孔７３に前記側部フック７０を係合させた状態で、下側後板６７を
上方回動させると、下側後板６７を下側板５１に固定する固定手段を設けた整地キャリア
としたものである。
【発明の効果】
【０００５】
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　請求項１の発明では、整地キャリア８のダンプ操作する操作レバー３５を、Ｌ型取付枠
６の上部フレーム４０の左右中央より左右いずれかのどちら側にでも取付位置を変更する
ことができ、整地キャリア８のダンプ操作を容易にすることができる。
　請求項２の発明では、操作レバー３５と係合フック２２の操作伝達手段を、操作レバー
３５の取付位置の変更に伴って簡単に変更できる。
　請求項３の発明では、整地キャリア８の側壁１１および後壁６５を上下二段にして積載
量の変更を簡単にでき、使用態様を多様化させて、汎用性を向上させることができる。
　請求項４の発明では、整地キャリア８の左右の側壁１１の開きを防止することができる
。
　請求項５の発明では、下側後板６７の回動による外れを防止できる。
　請求項６の発明では、下側後板６７と整地キャリア８の底壁１０との間隔を大きくでき
、作業態様を広くでき、汎用性を向上させることができる。
　請求項７の発明では、下側後板６７を上方回動させたまま確実に保持できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　本考案の一実施例を図面により説明すると、１は四輪型トラクタで、その後部には、ト
ップリンク２と、ロワーリンク３と、リフトアーム４が設けられる。リフトアーム４の先
端にはロッド５の上端を軸止し、ロッド５の下端はロワーリンク３に軸着される。トップ
リンク２およびロワーリンク３の後端にはＬ型取付枠６が軸止される。
　トップリンク２はＬ型取付枠６の上部に軸止され、ロワーリンク３はＬ型取付枠６の上
下中間のピン７に軸止される。
　８は整地キャリアであり、９は整地キャリア８の前壁９、１０は整地キャリア８の底壁
、１１は整地キャリア８の側壁である。
　底壁１０の前側には、開口部１２を設け、開口部１２には犂１３を取付ける。四輪型ト
ラクタ１が前進すると、犂１３により地表面を削り、開口部１２より整地キャリア８内に
貯留する。
【０００７】
　前記整地キャリア８はダンプ自在であり、そのため、Ｌ型取付枠６の水平部１４の後端
を、整地キャリア８の下面にピン１５により軸着し、Ｌ型取付枠６の上部の連結機構２０
により整地キャリア８とＬ型取付枠６とを連結する。
　１６は開口部１２を閉塞する蓋部材である。
　連結機構２０は、整地キャリア８に係合軸２１を設け、Ｌ型取付枠６に係合軸２１に係
合する係合フック２２を設けて構成する。係合フック２２は、その基部に左右方向の軸筒
２３を固定する。軸筒２３は取付軸２４によりＬ型取付枠６の取付部２５に取付ける。取
付部２５は左右一対の縦杆２６に形成し、縦杆２６に取付軸２４を挿通し、軸筒２３と取
付軸２４とをピン２７により固定する。
　取付軸２４の一端にはアーム２８を固定する。取付軸２４の所定位置には前記軸筒２３
の挿通孔２９に合致する挿通孔３０を形成する。
　アーム２８には取付孔３２を形成し、取付孔３２に連結杆３３の一端を取付け、連結杆
３３の他端は操作レバー３５に取付ける。
【０００８】
　操作レバー３５は取付部材３６に軸３７で取付け、取付部材３６はＬ型取付枠６の左右
方向の上部フレーム４０に着脱自在に取付ける。
　この場合、取付部材３６は上部フレーム４０の縦杆２６の左右両側のいずれか一方に取
り付け、取付位置を縦杆２６の左右両側のいずれか他方の上部フレーム４０に取付位置変
更自在に構成する。
　そのため、前記取付軸２４は軸筒２３に差し替えてアーム２８を操作レバー３５と連結
する。
　４１はトップリンク２を連結する連結部である。
　しかして、整地キャリア８の側壁１１は上下二段の上側板５０と下側板５１により構成
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し、下側板５１は整地キャリア８の前壁９および底壁１０により構成する本体５２に対し
て着脱自在に取付ける。上側板５０は本体５２および前記下側板５１に対して着脱自在に
取付ける。
【０００９】
　５３は下側板５１の下部フックであり、底壁１０の係合部５４に係合させる。５５は下
Ｌ型フックであり、前壁９の係合部５６に係合させる。
　上側板上側板５０の下縁に所定位置には前後一対の下部嵌合部６０を設ける。下部嵌合
部６０は左右一対の板部材により形成し、下側板５１の上部に上方から嵌合させる。上側
板５０の前側には上Ｌ型フック６１を設け、上Ｌ型フック６１は前壁９の上側係合部６２
に係合させる。
　前記上側板５０の後部には後方に突き出す後部嵌合部６３を設ける。後部嵌合部６３は
左右一対の板部材により形成し、下側板５１の後部に後方に突き出るように設けた平面視
Ｌ型で所定幅を有する後部支持板６４には嵌合させる。
　しかして、整地キャリア８の本体５２の後部には後壁６５を設ける。後壁６５は上下二
段の上側後板６６と下側後板６７により構成し、上側後板６６および下側後板６７は本体
５２に対して着脱自在に取付ける。
　６８は上側板５０と下側板５１とを着脱自在に連結する連結具である。
　下側後板６７の上部の左右両側には側部フック７０を設ける。側部フック７０は円柱部
７１の先端に軸部７２を設けて構成し、前記下側板５１の後部支持板６４の係合孔７３に
係合させる。係合孔７３は前記円柱部７１の直径に合わせてやや幅広で縦に長い長孔７４
の下部に、軸部７２に合わせた幅の溝部７５を設けて構成する。
【００１０】
　側部フック７０は、円柱部７１の上縁を係合孔７３の長孔７４に内側上縁に合わせて挿
入係合させ、軸部７２が後部支持板６４から突出すると、側部フック７０を下げて側部フ
ック７０の軸部７２の先端が係合孔７３の溝部７５より下方に突き出るように構成する。
　それゆえ、係合孔７３の長孔７４は、側部フック７０の円柱部７１を上動させたとき、
軸部７２が溝部７５より抜け出る位置になる長さを有して形成する。
　したがって、係合孔７３の長孔７４内で側部フック７０の円柱部７１を上動させない限
り、下側後板６７を側部フック７０の円柱部７１中心に上方回動させても、側部フック７
０は係合孔７３から外れるのを防止する。
　この場合、係合孔係合孔７３の所定間隔おいた上方の後部支持板６４には上側係合孔７
６を設け、この上側係合孔７６に下側後板６７の側部フック７０を挿入係合させると、下
側後板６７は前後に回動自在になり、整地キャリア８をダンプさせたとき、整地キャリア
８の後方を開放して、整地キャリア８内の運搬物を放擲する。
　下側後板６７の下部の左右両側には下側係合部７８を設ける。下側係合部７８には係合
孔７９を形成し、係合孔７９には下側板５１の係合部８０を係合させ、係合部８０には抜
け止めピン８１を挿入する。
【００１１】
　また、下側後板６７の上下中間部の左右両側には中間係合部８２を設ける。中間係合部
８２は、下側後板６７を上方回動させると、下側板５１の後部支持板６４の係合孔８３に
係合し、中間係合部８２には前記抜け止めピン８１を挿入すると、上方回動状態の下側後
板６７を保持する。
　上側後板上側後板６６の下縁に所定位置には前後一対の下部嵌合部８６を設ける。下部
嵌合部８６は前後一対の板部材により形成し、下側後板６７の上部に上方から嵌合させる
。上側後板６６の上面の左右両側には係合孔８７を設け、係合孔８７と上側板上側板５０
の後側係合孔８８とを連結具９０により連結する。
【００１２】
（実施例の作用）
　整地キャリア８に、Ｌ型取付枠６の水平部１４をピン１５により回動自在に取付け、次
に、整地キャリア８の係合軸係合軸２１にＬ型取付枠６の係合フック２２を係合させ、次
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に、整地キャリア８に取付けられたＬ型取付枠６を、四輪型トラクタ１の後部に、トップ
リンク２とロワーリンク３を介して取付けられる。
　底壁１０の前側には、開口部１２を設け、開口部１２には犂１３を取付ける。四輪型ト
ラクタ１が前進すると、犂１３により地表面を削り、開口部１２より整地キャリア８内に
貯留する。
　一定量土砂が貯留すると、トップリンク２およびロワーリンク３により整地キャリア８
を上動させ、連結機構２０のロックを操作レバー３５により解除すると、整地キャリア８
は自重でダンプして、土砂を放擲する。
【００１３】
　この場合、連結機構２０の操作レバー３５はＬ型取付枠６の上部フレーム４０に設けた
連結部４１の左右いずれか一方側に着脱自在に取り付けた取付部材３６に取り付けられ、
操作レバー３５は取付軸２４のアーム２８に連結杆３３により連結されているので、連結
杆３３を操作レバー３５から外し、取付部材３６を上部フレーム４０から外すと、操作レ
バー３５を上部フレーム４０の左右いずれか他方側に取り付けられる。
　そのため、操作レバー３５の取付位置を連結部４１を挟んで左右の反対側に変更しうる
ので、作業者の作業態勢に合わせて、操作レバー３５を設けることができ、操作性および
作業性を向上させられる。
　そして、操作レバー３５の取付位置を変更すると、係合フック２２の軸筒２３と取付軸
２４を連結するピン２７を抜き、取付軸２４をＬ型取付枠６の取付部２５から外し、取付
軸２４のアーム２８の位置を操作レバー３５の設けた側に合わせ、この状態で、取付軸２
４を係合フック２２の軸筒２３に挿入し、ピン２７により係合フック２２の軸筒２３と取
付軸２４を連結する。
【００１４】
　つぎに、アーム２８と操作レバー３５を連結杆３３により連結すると、操作レバー３５
の位置変更に伴う操作レバー３５と係合フック２２との連結位置変更作業が完了する。
　このように、連結機構２０の係合フック２２の取付位置は整地キャリア８に対して変更
せずに、操作レバー３５の取付位置を変更可能にすると共に、操作レバー３５の位置変更
に伴う操作レバー３５と係合フック２２との連結変更作業も頗る容易になる。
【００１５】
　しかして、整地キャリア８の側壁１１は上下二段の上側板５０と下側板５１により構成
しているから、側壁１１を外すと、整地キャリア８で長尺物等の整地キャリア８から一部
はみ出て嵩張る物品の運搬を行える。
　また、通常の整地キャリア８により整地作業では、側壁１１を下側板５１の一段で包囲
して土砂の削り取り・運搬・放擲作業を行える。
　また、側壁１１を上側板５０と下側板５１の上下二段にすると、整地キャリア８の積載
容量が増加し、野菜コンテナ等の運搬を容易にする。
　したがって、整地キャリア８の側壁１１を上側板５０と下側板５１により上下二段に構
成しているから、整地キャリア８の使用範囲を広げ、汎用性を向上させることができる。
【００１６】
　この場合、下側板５１は、下部フック５３を底壁１０の係合部５４に係合させ、下Ｌ型
フック５５を前壁９の係合部５６に係合させると、整地キャリア８の本体５２に固定する
ことができる。
　したがって、下側板５１は三カ所で固定されるので、強固に取り付けられる。
　しかして、左右の下側板５１には後壁６５の下側後板６７が取付けられ、下側板５１と
下側後板６７は互いに連結状態に構成しているから、整地キャリア８に重量物を積載して
も、下側後板６７が強度メンバーとなって荷重を支持し、左右の下側板５１が外側に開く
のを防止する。
　この場合、下側後板６７は、その側部フック７０を下側板５１の後部支持板６４の係合
孔７３に係合させているから、ダンプ自在であり、放擲作業に影響はない。
【００１７】
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　また、係合孔７３および上側係合孔７６は、側部フック７０の円柱部７１と略同じ幅で
縦長の長孔７４の下部に、側部フック７０の軸部７２と略同じ幅で軸部７２より短い溝部
７５により形成しているので、側部フック７０は、円柱部７１の上縁を係合孔７３および
上側係合孔７６の長孔７４に内側上縁に合わせて挿入係合させ、軸部７２が後部支持板６
４から突出させると、側部フック７０を下げて側部フック７０の軸部７２の先端が係合孔
７３および上側係合孔７６の溝部７５より下方に突き出る。
　したがって、下側後板６７を側部フック７０の円柱部７１中心に上方回動させても、側
部フック７０は係合孔７３および上側係合孔７６から外れるのを防止する。
　また、下側板５１の係合孔７３の上方に上側係合孔７６を設けているので、上側係合孔
７６に側部フック７０を係合させると、下側後板６７の下縁と底壁１０との間に空間が形
成され、ダンプさせたとき、土砂の排出が円滑になり、特に、湿めった土砂等の場合、有
効となる。
【００１８】
　また、係合孔７３に側部フック７０を係合させた状態で、下側後板６７を上方回動させ
て固定すると、左右の下側板５１間を大きく開口させられ、使用用途を広げることができ
る。
　この場合、下側後板６７の上下中間部の左右両側には中間係合部８２を設け、下側板５
１の後部支持板６４には係合孔８３を形成しているから、中間係合部８２は、下側後板６
７を上方回動させると下側板５１の後部支持板６４の係合孔８３に係合し、中間係合部８
２には抜け止めピン８１を挿入すると、上方回動状態の下側後板６７を保持する。
　したがって、上方回動状態の下側後板６７を保持する固定手段を簡単に構成できる。
【００１９】
　しかして、後壁６５も上下二段の上側後板６６と下側後板６７により構成しているから
、後壁６５を上側後板６６と下側後板６７の上下二段にすると、整地キャリア８の積載容
量が増加し、野菜コンテナ等の運搬を容易にすることができ、整地キャリア８の使用範囲
を広げ、汎用性を向上させることができる。
　しかして、側壁１１の上側板５０と、後壁６５の上側後板６６は、夫々、下部嵌合部６
０および下部嵌合部８６を設けて、下側板５１と下側後板６７に上方から嵌合させて着脱
自在に構成しているから、上側板５０および上側後板６６は既存の整地キャリア８にも後
付可能となって、既存の整地キャリア８の使用範囲を広げ、汎用性を向上させることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】トラクタに整地キャリアを取付けた一部破断側面図。
【図２】整地キャリアの後方概略斜視図。
【図３】整地キャリアの側面図。
【図４】整地キャリアおよびＬ型取付枠の正面図。
【図５】整地キャリアの底面図。
【図６】整地キャリアの正面図。
【図７】整地キャリアおよびＬ型取付枠の正面図。
【図８】連結機構の側面図。
【図９】係合フックの平面図。
【図１０】同側面図。
【図１１】連結機構の取付軸の平面図。
【図１２】同平面図。
【図１３】整地キャリア本体の一部側面図。
【図１４】整地キャリア本体の側面図。
【図１５】整地キャリアの側板の下側板の側面図。
【図１６】同背面図。
【図１７】整地キャリアの側板の上側板の側面図。
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【図１８】同平面図。
【図１９】同背面図。
【図２０】整地キャリアの後壁の下側後板の背面図。
【図２１】同側面図。
【図２２】側部フックの背面図。
【図２３】同側面図。
【図２４】整地キャリアの後壁の上側後板の背面図。
【図２５】同側面図。
【図２６】同平面図。
【図２７】操作レバーを右側に設けた状態の正面図。
【図２８】同平面図。
【図２９】同側面図。
【図３０】整地キャリアの後壁の下側後板を跳ね上げ固定状態の側面図。
【符号の説明】
【００２１】
　１…四輪型トラクタ、２…トップリンク、３…ロワーリンク、４…リフトアーム、５…
ロッド、６…Ｌ型取付枠、７…ピン、８…整地キャリア、９…前壁、１０…底壁、１１…
側壁、１２…開口部、１３…犂、１５…ピン、２０…連結機構、２１…係合軸、２２…係
合フック、２３…軸筒、２４…取付軸、２５…取付部、２６…縦杆、２７…ピン、２９…
挿通孔、２８…アーム、３０…挿通孔、３２…取付孔、３３…連結杆、３５…操作レバー
、３６…取付部材、３７…軸、４０…上部フレーム、５０…上側板、５１…下側板、５２
…本体、５３…下部フック、５４…係合部、５５…下Ｌ型フック、５６…係合部、６０…
下部嵌合部、６１…上Ｌ型フック、６２…上側係合部、６４…後部支持板、６３…後部嵌
合部、６５…後壁、６６…上側後板、６７…下側後板、７０…側部フック、７１…円柱部
、７２…軸部、７３…係合孔、７４…長孔、７５…溝部、７６…上側係合孔、７８…下側
係合部、７９…係合孔、８０…係合部、８１…抜け止めピン、８２…中間係合部、８３…
係合孔、８６…下部嵌合部、８７…係合孔、８８…後側係合孔、９０…連結具。
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